
 

 

2008年度上期 未踏ＩＴ人材発掘・育成事業 成果評価報告書（プロジェクト全体について） 

 

プロジェクトマネージャー： 石川  裕 PM  

(東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授) 

 

 

 

 PM の専門分野である並列分散システムソフトウェア、クラスタシステム、グリッドシステム、

高性能計算システム、実時間組込みシステム、オペレーティングシステム領域において、ユ

ーザに使われるシステムソフトウェアの研究開発を志向し、末永く育てていきたいと考えて

いる応募者を募った。システムソフトウェアは地道に安定なソフトウェアを開発し積み上げて

いかなければならない。既に研究開発された先端的システムソフトウェアの価値を高めるた

めのアプリケーションや開発支援環境に関する提案も募った。募集領域に関するキーワー

ドは以下のとおりであった。 

 

 応用分野 

高性能計算、サーバ、携帯端末、ロボット、ユビキタス、センサーネットワーク 

 プラットフォーム 

マルチコア、バッテリ駆動端末、クラスタ、グリッド、センサー、分散システム 

 システム技術 

省電力、電力制御、高性能計算、実時間処理、VM、耐故障性、セキュリティ、プログラミ

ング環境 

 

 採択プロジェクトにおける開発では、アイディア実装のプロトタイプを開発するというので

はなく、使えるソフトウェアを短期間に開発することに重きを置いた。このために、アルゴリ

ズムを含む開発に関しては開発ソフトウェアの自動テスト環境を整えること、既存ソフトウェ

アを修正する開発に関しては性能を気にせずに基本部分をまず仕上げることを指導してき

た。採択したプロジェクトは以下の通り。 

 

「全文検索エンジンLuxの開発」 

「Web接続型ウィンドウマネージャの開発」 

 

 

１．プロジェクト全体の概要 



 「全文検索エンジン Lux の開発」では、開発者が既に独自開発していた全文検索エンジン

Luxを発展させ、内部アルゴリズムの改良や転置インデックスの圧縮による高速化および独

自の高速データベースを開発するとともに、インデックスを分散させ分散検索エンジンを実

現した。完成したシステムのスケーラビリティを検証するために、10 台のサーバを用いて

5000 万件のデータに対する検索時間を計測し、他の既存検索エンジンと比較した。その結

果、顕著な高速性と安定性が達成されていることを実証した。 

 「Web接続型ウィンドウマネージャの開発」では、FreeBSDや Linux などで使われているX

ウィンドウシステムをウェブブラウザ上で使えるようにするために X ウィンドウ側のドライバ

の開発、ウェブブラウザ側でJavaScriptによるクライアントの開発を行った。 

 

 

 

 16 件の応募があり、提案システムの有用性および実現性を考慮し以下の審査基準のもと、

書類審査ならびにヒアリングを実施し、２件を採択した。 

 

 提案内容が簡潔かつ的確な抽象度で記載されていること。これは、ソフトウェアの設計

および開発に通じるものがある。 

 使われるためには、ただソフトウェアを作るだけでは駄目で、開発体制＆計画の中に、

開発時のソフトウェアテスト方法、ドキュメントの整備、ソフトウェア配布パッケージなど、

具体的体制および計画が盛り込まれているかを重視した。 

 

 「全文検索エンジンLuxの開発」では、開発ソフトウェアLuxはC++で記述されており、拡張

性、カスタマイズにも配慮した構造となっている。目標とする処理能力について精査する必

要があり、また、分散化におけるネットワークプロトコルおよび実装については今後の検討

が必要であるが、全体としてよくまとまった提案であった。今後に期待できる提案として採択

した。 

 「Web接続型ウィンドウマネージャの開発」では、Webブラウザ上でリモートのXウィンドウシ

ステムを利用できるようにするとともに、ウィンドウマネージャをWEBブラウザ側で動かすと

いう大変野心的な提案である。リモートデスクトップなどと違い、既存Webブラウザだけで動

作することを想定しているため、ネットカフェなどの端末からも利用できるのでその適用範囲

も広い。使用に耐えうる性能が出せるのか、十分な機能を持ったWEBブラウザ側のウィンド

ウマネージャを開発できるのか未知の部分があるが、期待できる提案として採択した。 

 

 

 

 

２．プロジェクト採択時の評価（全体） 



 

 

 採択プロジェクトは、アイディア実装のプロトタイプを開発するというのではなく、使えるソ

フトウェアを短期間に開発することに重きを置いた。「全文検索エンジン Lux の開発」では、

開発中に幾つかの性能問題に直面したが適切に問題点を明確化し克服していった。10台の

サーバによる 5000万件のデータに対する検索実験も成功させ、他の既存オープンソースと

同等あるいはそれ以上の性能を達成し、期待以上の成果があがった。「Web 接続型ウィンド

ウマネージャの開発」では、基本機能実現に時間がかかり、予定した機能を実装するまでに

は至らなかった。今後の活動に期待したい。 

３．プロジェクト終了時の評価 


